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地域子育て支援
　子育て支援の観点から小さな子ども連れが外
遊びを楽しめるように、低年齢児用遊具が充実
した施設整備や、おむつ替え、授乳ができる環
境づくりをしていただきたい。

岩瀬東部認定子ども園
　岩瀬東部認定こども園は、羽黒小学校敷地と
隣接しているため、保護者の送迎時に非常に混
雑している状況である。事故などないよう、送
迎用の駐車場の確保をするよう要望する。

生活保護費
　生活保護費は、近年、増加傾向にある医療扶
助費の支給を、できるだけ抑制させるため、適
正な生活保護制度の運営を図られたい。

桃山学園通学支援
　真壁小学校と紫尾小学校の統合により、遠距
離通学となる児童については、通学支援が行わ
れている。支援の基準としては、桃山学園校門
から半径2.5㎞を超える位置に自宅のある１年生
から３年生、そして、3.5㎞を超える１年生から

６年生を対象にしており、南椎尾・酒寄地区か
らは桜川市バスを、亀熊地区からは一般のタク
シー等を利用する内容で予算計上されていると
の説明であった。通学支援については、一定の
基準を設けて支援していくことに同意できるが、
支援方法については、桜川市が運行するデマン
ドタクシーの利用や適切な大きさの車両を選択
するなど、経費の削減に努められたい。

史跡等保存整備
　本年度から５ヵ年の事業計画で、真壁城の堀、
土塁、庭園や能舞台などの整備を行う真壁城跡
保存整備事業の予算が計上されている。整備に
当たっては、当時のものを復元し再構築するだ
けでなく、ＩＴ技術で景観を視聴させるなどの
方法も検討していただきたい。また、これから
地域振興の目玉となり、さらにはそれらを積極
的に活用できる
ように事業を進
めていただきた
い。
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商工観光支援
　いばらきストーンフェスティバル及び桜川市大和
（まほろば）の石まつりに関連する石材業について
は、市の基幹産業の１つでもあるので、新たな販路
の拡大や公共事業等への地元石材の活用など、さら
なる支援強化を求める。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

キャンプ場運営
　筑波高原キャンプ場については、施設の適切な利
活用と周辺環境の整備を要望し、上野沼やすらぎの
里キャンプ場については、厳しい財政状況も勘案し、
入場料を導入するなど、運営の見直しを図られたい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

有害鳥獣対策と特産品の販売
　有害鳥獣対策事業については、引き続き、イノシ
シやハクビシン対策など、農業生産物被害防止対策
の強化を図るよう要望する。また、大和駅北地区の

開発整備に関連して、設置が計画されている特産品
等の販売施設においては、地域の農業者が恩恵を
得られるよう、関係機関と連携した事業実施を図っ
ていただきたい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

合併特例債新規事業
　岩瀬工業団地進入路整備・上曽トンネル整備・通
学路整備事業の予算を計上しているが、合併特例
債の期限等を考慮し事業を計画的に進めていただ
きたい。特に通学路２路線の整備については、市民
より強い要望の事業であり、通学する児童・生徒の
安心・安全につながることから、早期の完成を目指
し適切な予算執行を図られたい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

水道事業について
　自然災害や漏水事故に対する備えとして、給水
車を配備する必要性について検討を行うよう要望す
る。

市税の収納
　歳入については、税収が厳しい中で歳入確保のた
め、職員による滞納整理や差し押さえ等により市税
の収納について成果を上げているが、今後も茨城租
税債権管理機構とも連携をして収納向上を目指し、
財源確保に向けた取り組みを行っていただきたい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

防災行政無線
　市民への防災情報や行政情報提供を行っている
が、難聴地域があることから、その解消を図り防災
行政無線の充実に努められるよう要望する。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

国体について
　今年９月に開催する国体リハーサル大会は、本大
会同様の会場設備や運営体制が必要であることか
ら、本大会と同程度の費用がかかるため、市にとっ
て費用対効果が少しでも上がるよう、選手団の宿泊

や昼食等、市内業者の優先的な活用をしていただき
たい。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

公共交通
　10月からのさくらがわ地域医療センター開院に
合わせたバスの運行見直しにより、市民の利便性の
向上を図るとともに、市民・来訪者の乗車率向上の
ため、バスのラッピングなどにより、だれもが愛着
を持てるような工夫をして、さらなる利用促進に努
めること。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

国民健康保険税
　平成30年度から国保の広域化により、茨城県国
民健康保険事業として県が財政運営の責任主体と
なり、市町村とともに運営していくことになるが、
保険税の収納向上や医療費削減等に取り組み、健
全な国保事業の運営を図ること。
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